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Ⅰ ご 挨 拶 

『令和２年度事業が始まるにあたり』 
（一社）兵庫県建築会 副会長 山本 康一郎 

  （山本設計（株）代表取締役社長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度事業が始まるにあたりご挨拶申し上

げます。特別会員、正会員の皆さま方には建築会

の事業活動につきまして格別のご理解とご協力を

賜り、厚く御礼申し上げます。 

昨年度は令和元年度という節目の年を迎え、天

皇陛下のご即位、ラクビーワールドカップ自国開

催での日本チームの活躍など、新しい時代の幕開

けに相応しい慶事がありました。そして、今夏に

は 2020東京オリンピック・パラリンピックが開催

されます。現在、開催への懸念が生じつつありま

すが、日本中がワンチームとなり各国から来日す

る選手や観光客への「おもてなし」を十二分に発

揮し、日本の良さを世界にアピールするまたとな

い年になると思っています。また、当会の本年度

事業は、月例会では厳選された講師による講演、

そして、楽しい交流会を企画していますので奮っ

てのご参加をお願いします。 

 

ご承知の通り、1 月中ごろから武漢市で発生し

た新型コロナウイルス（COVID-19）感染症による

新型肺炎が猛威を振るい始め、30日には WHOが緊

急事態宣言をしました。２月 26日には政府・兵庫

県からの要請があり「人と人との接触を控え感染

拡大の防止」、「重症化の防止」のため、集会・イベ

ントの自粛、小中高校の休校、建設工事及び業務

の一時中止措置などが始まりました。当会も 3 月

度の第 482回月例会をやむなく中止としました。 

この度の講師 清水 稔先生は、中国近現代史の

権威であり、貴重なお話をお聞きできる機会と多

くの方からの参加申し込みを頂いておりましたの

で、改めて令和 3 年 6 月の月例会にお招きしたい

と考えています。 

我々は残念ながら、社会が見えないウイルスに

対し脆弱であることを再認識しました。新型肺炎

拡大による新たな課題は、これからも建築会や会

員企業が危機管理を行っていく上で、自然災害対

応に加え、感染症による社会災害を含めた事業継

続計画（BCP）を作成し、冷静に対応する必要があ

ると考えます。また、中国では、1000床規模の仮

設建築の病院建設が 10日足らずで完成し、開院で

きるノウハウを持っていることに驚きました。非

常時には、病院が多くの命を救う砦であり、建築

関係者の研究課題であると思います。 

現在、感染症終息の目途はたっておらず、世界

中に新型コロナウイルスが感染拡大し世界の死者

は 1 万人を超え、爆発的患者急増の都市では外出

禁止、そして、アメリカ、EUなどは出入国を大幅

に制限する深刻な事態となっています。日本でも

13日には新型インフルエンザ等対策特別措置法が

改正され、20 日には専門家会議の見解を踏まえ、

政府からの対策強化策として①密閉空間で換気が

悪い ②手の届く距離に多くの人がいる ③近距離

での会話や発声がある－3 つの条件が「同時に重

なる場を避ける行動」が示され、引き続き経済活

動を含め混乱が続くと思われます。一方、兵庫県

下でも緊張が高まりつつあり、コロナショックか

ら早期に通常の生活を取り戻すためには、県民が

協力し、出来る術をすべて行う必要があります。

企業は、危機に接し、勤務先への時差出勤、在宅で

のテレワーク、オンラインでの打ち合わせなど ICT

を活用した働き方改革を実践し、社会を変える一

歩にする必要があると考えます。 

建築会は、25年前の阪神・淡路大震災を乗り越

え、リーマンショックなどの経済不況をも克服し

てきました。会員は、事務局から提供される適切

な情報を活用し、建築会のヒューマンネットワー

クを最大限に生かし、力を合わせ新型コロナウイ

ルス感染症に打ち勝ちましょう。 

 

結びとしては、令和の時代に相応しく５月 19日

の定時総会、懇親会の開催、その後の事業活動が

計画通りに行えるよう皆様方のご指導ご鞭撻をお

願い申し上げます。そして、新型コロナウイルス

の早期撲滅と感染罹患された方々の一日も早い健

康回復をご祈念申し上げます。 

※このご挨拶は３月２３日に頂戴し編集したものでその 

後の情勢の変化は反映されていませんのでご了承下さい。 

南あわじ市  諭鶴羽ダムと山麓一面のヤマザクラ

（30.04.03 撮影） ※挨拶文とは関係ありません。 
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Ⅱ 会 員 寄 稿 

『イケフェス大阪と赤レンガの教会』 
（株）新井組 神戸支店長 矢間 照人氏 

（当会 理事） 
 

生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪

（イケフェス大阪）は、毎年秋の週末に大阪で行

われるおそらく日本最大の建築一斉公開イベント

です。2013 年から始まり、近年は公開物件が 100

件を超え来場者も 2 日間で 3 万人を超える一大イ

ベントとなっています。大正や昭和初期のモダン

な洋風建築をはじめ普段なかに入ることのできな

い建築物に入り、建物の説明を受けたりやイベン

トの開催などがあり、物件によっては内部の写真

を自由に撮ることができます。イベントのモデル

は 1992 年にロンドンで始まった「オープンハウ

ス・ロンドン（Open House London）」です。本家

では 2日間の会期で800件以上の建築物公開と 25

万人を超える動員数を誇るそうです。 

会社の同僚と初めてイケフェス大阪に参加し、

どの建築物も印象深いものばかりでしたが、ここ

ではレンガ造の教会についてのレポートです。 

 

【日本基督教団大阪教会】 

現在の教会堂はウィリアム・メレル・ヴォーリ

ズの設計による教会堂で大正 11(1922)年に竣工。

国の登録有形文化財。半円アーチのロマネスク様

式、味わいのあるフランス積みの赤レンガ、切妻

屋根とバラ窓(円形飾り窓)、ステンドグラス、パイ

プオルガン、吹き抜けの屋根、これを支える木組

みトラス、高くそびえる塔等、中世ヨーロッパの

雰囲気をかもし出す大正期の代表的な赤レンガ建

築として知られています。 

日本のプロテスタント教会の中で最も長い歴史

を持つ教会の一つで、明治、大正期の女性実業家・

教育者として知られ、NHK の朝連続テレビ小説

「朝が来た」のモデルにもなった女傑広岡浅子は

この教会で洗礼を受け教会員として奉仕されまし

た。 

私たちが訪れた時は、教会の主催で、内部の見

学のほか、パイプオルガンの演奏、牧師の説教や

讃美歌合唱が行われました。またイケフェス大阪

の期間以外でも、予約すれば普段の日でも内部見

学が可能です。 

 

□外観のみ見学自由、内部見学は予約制（月曜日） 

□住所：大阪市西区江戸堀 1 丁目 23-17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本聖公会 川口基督キリスト教会】 

この教会のある西区川口町はかつて「川口居留

地」と呼ばれた外国人居留地で、洋館が建ち並び

大きく栄えました。また多くの来日宣教師たちが

この地を拠点に伝道を始め、いくつものミッショ

ンスクールや病院などが建てられました。1869 年

長崎にやってきた米国聖公会宣教師Ｃ．Ｍ．ウィ

リアムス主教は川口に移住し、1881 年この地に教

会を設立、居留地制度撤廃後の 1920 年に現在の

礼拝堂が建設され当時の面影が遺されています。

こちらの教会の特徴は頭の尖った尖塔とアーチ窓

のゴチック様式です。 

ほぼ同時期に建てられたプロテスタント系の教

会ですが、大阪教会のフランス積みに対してこち

らはイギリス積み、外観の表情は大きく違います。

同じ西区にあり、二つの教会を比べてみるのもお

勧めです。1995 年 1 月 17 日の阪神・淡路大震災

では、尖塔の上部が倒れ、礼拝堂も大きな被害を

受けました。一時は取り壊しかないと思われたそ

うですが、1998 年に礼拝堂が復元されました。 

 

□原則見学自由 17 時まで（月曜日休館） 

□住所：大阪市西区川口 1-3-8 

フランス積み煉瓦  

礼拝堂の背面には立派なパイプオルガン 
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【番外編（神戸市灘区）神戸文学館】 

神戸文学館は、1904 年（明治 37 年）に元々関

西学院大学キャンパスのチャペルとして建てられ

た由緒ある建築です。関西学院は 1929 年に西宮

市上ヶ原へ移転し、所有者が阪急電鉄、神戸市と

移りながらもチャペルだけは残りました。1945 年

（昭和 20 年）の神戸大空襲により尖塔と屋根が

倒壊する大きな被害を受けましたが、修理して図

書館などで再利用されました。 

1993 年（平成 5 年）歴史を感じる赤レンガ造り

のチャペルの外観をそのまま残して耐震補強され、

古い写真を元にチャペルの尖塔や柱頭の飾りも再

現され、「神戸市立王子市民ギャラリー」としてオ

ープンしました。 設計：㈱一粒社ヴォーリズ建築

事務所、建築：㈱新井組にて施工、1995 年（平成

7 年）ＢＥＬＣＡ賞ベストリフォーム賞を受賞し

ました。レンガはフランス積みで、外壁の一部に

は空襲の焼夷弾による焼けた傷跡のあるレンガが

残されています。このチャペルの特徴は、「ハンマ

ー・ビーム・トラス」と呼ばれる大きなアーチ型の

梁で屋根を支えるもので歴史的にも貴重な建築物

です。現在は内装をリニューアルして明治以降の

神戸にゆかりのある文学者を時代ごとのテーマに

沿って紹介する「神戸文学館」として、活用されて

います。 

 

□見学自由、入場無料 

□住所：•神戸市灘区王子町３丁目１番２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴチック様式の尖塔  

イギリス積み煉瓦 

フランス積み煉瓦（左手前が焼夷弾の焼跡） 

「ハンマー・ビーム・トラス」 

 

原田の森時代の関西学院大学のチャペル

（左上）、校舎（左下）、ハンマー・ビーム・トラス 

（右上）、校舎全景（右下） 
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さて、前回まではコンピューターウィルスの恐

ろしさから、その感染経路について長々と書かせ

て頂きましたが、今回は最終回として、今後これ

らにどう対応していけば良いのかという点につい

てご説明させて頂きます。 

 

 まず結論的には、対策として完璧なものはなく、

今後もコンピューターウィルス等の被害が無くな

ることはないということです。なぜならコンピュ

ーターや電子機器は人が作るものであり、そこに

は必ず欠陥が発生します。このようなセキュリテ

ィー上の欠陥は脆弱性（ぜいじゃくせい）と呼ば

れています。この脆弱性に善良者側が先に気づい

て対処を行えば問題とはならないのですが、多く

の場合はその前にハッカーがこれを発見、悪用し

て被害が発生し、その後に脆弱性の存在が公にな

ることがほとんどです。 

 

 さて、そのような状況で我々にできる対応策は、

車の衝突事故に対するものと考え方が似ています。

アクティブセーフティ（予防安全）とパッシブセ

ーフティ（衝突安全）です。つまりウィルスが入ら

ないようにするための措置と、もし入られた場合

に被害を最小限に抑えるための措置です。 

 

中小企業においてアクティブセーフティに当た

るものがウィルス対策ソフトになるかと思います。

このウィルス対策ソフトは非常に多くの種類が市

販されており、検出率の高さや動作の軽さといっ

た部分で競っています。Windows10 からは標準で

Windows Defender というウィルス対策ソフトが

最初から内蔵されており、ウィルスの発見・駆除

といった基本レベルの対策が行えるようになって

います。有料の対策ソフトは追加で、アクセスし

ているサイトの安全性検査や受信メール検査など

の機能が搭載されています。ただし、機能が多く

なればそれだけコンピューターへの負荷がかかり

動作が遅くなるといった弊害もあります。 

 

入れてあればある程度の安心感を得ることが出

来る対策ソフトですが、入っていれば完璧という

ことはありません。新しいウィルスが出てきた場

合、対策ソフトに登録されて初めて検出が可能と

なります。言い換えれば、登録されていないウィ

ルスは素通りします。よく経理部署など重要なパ

ソコンは対策ソフトを入れ、常時インターネット

から切り離して運用しているという話を聞きます。

この状況ですと対策ソフトや Windows のアップ

デートが全く実施されません。ウィルスは USB メ

モリを介して入ってくることもありますので、週

に一度はインターネットに接続してアップデート

を実施すべきです。 

また、社内にはパソコン以外にも沢山のネット

ワーク接続機器があります。例えばプリンタ・

WIFI 機器・ルーター・ネットワークカメラ・スマ

ートフォンなどです。それぞれの内部ではソフト

ウェアが動いており、そこに脆弱性が潜んでいま

す。様々なものがネットワークで繋がれる IOT 時

代では、便利な機器が増えれば増えるほど脆弱性

も増えるといった状況です。最近のニュースでは

ウィルス対策機器に脆弱性があり、それが原因で

ハッカーからの攻撃を受けていたという衝撃的か

つ本末転倒な話もありました。 

 

そこでパッシブセーフティとなるわけですが、

コンセプトとして「データゼロを防ぐ」をお勧め

します。データは会社の血液です。多少の流血で

あればすぐに復活できますが、完全な失血となる

と業務が長期に渡って止まってしまいます。もし

もの場合でも、データが全て無くなるという事態

を発生させなければ良いのです。 

具体的には半月毎程度で定期的にバックアップ

を取って、その記憶媒体をネットワークから完全

に切り離して置いておくことです。通常、サーバ

ーのデータは毎日自動でバックアップを行ってい

るとは思いますが、それとは別に実施するという

ことです。なぜかというと、自動でバックアップ

されたデータは常時アクセスが可能であり、ラン

サムウェアによって暗号化されてしまう可能性が

あるからです。自動バックアップは機器の故障に

対しては有効ですが、ウィルスに対しては無防備

であると言えます。 

さらに追加でインターネット上（クラウド）に

バックアップを取ることも有効です。コストはか

かりますが、地震や火災によるデータ損失を防ぐ

ことが出来ます。現在、色々な使えるサービスが

あり、かなりの大容量にも対応できるようになっ

てきました。 

 

以上でこの連載を終わらせて頂きたいと思いま

すが、私の恐ろしいウィルス経験が、皆様の大切

なデータを守る一助になれば幸いです。 

 

Ⅲ  会 員 寄 稿 

『コンピューターウィルスの脅威(3)』 

丸正建設（株）丸正ユニシン（株） 

代表取締役社長 北浪 孝一氏（当会理事） 
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Ⅳ ひょうごの景観ビューポイント 150 選 

播磨エリア（高砂市高砂町） 

「NO. ８ 工楽松右衛門旧宅前」とその周辺 

「NO. ９ 梅ヶ枝湯前」と西堀川界隈 

 

◯工楽松右衛門翁の功績 

今回の取材の目的となる工楽松右衛門翁に関し

ては、平成３０年１１月１５日に当会が主催した

講演会「兵庫県政１５０周年協賛事業『兵庫津の

歴史を語る』」において講師の高松良和氏（よみが

える兵庫津連絡協議会）及び高田耕作氏（高田屋

嘉兵衛翁顕彰会相談役）により、松右衛門翁の偉

大な功績が報告されています。 

 

＜講演概要を報告する会報４００号はこちらから＞ 

http://www.kenchikukai.or.jp/infomation/img/ka

iho%20400%20Ⅰ.pdf 

  

また、同年７月２２日の日本遺産認定記念公開

講演会において神戸大学名誉教授・神木哲夫男氏

は、「松右衛門帆の普及や択捉島の船着場建設の功

績等により、１８０２年に幕府から“工楽”（工夫

を楽しむ、工事を楽しむ）の姓を与えられ、その後

も箱館築島船渠築造（1803 年）、高砂の波止場建

設（1807 年）備後鞆津の波止場建設（1808 年）

など数々の功績と、土砂取り船、土砂積み船、底捲

き船、杭打ち船等々の建造等“工楽”の名に相応し

い功績を残された」と講演されています。 

◯工楽松右衛門旧宅 

 その松右衛門は、若くして兵庫津へ出て海運業

を営み活動してきましたが、1810 年（67 歳）に生

誕の地・高砂にこの居宅を構えました。 

 平成 28 年に工楽家より高砂市に寄贈され、当初

の建築様式に可能な限り復元する工事が 1 年 4 か

月にわたり行われ、現在の展示施設となりました。 

 平成 28 年 1 月に市指定文化財。 

敷地面積 652 ㎡、建築面積 248 ㎡。本瓦葺き木

造 2 階建て。 

 この旧宅東側の駐車場整備に当たり、発掘調査

が行われ、江戸時代の堀川護岸（南堀川西詰）の石

垣、荷物を揚げ降ろしする雁木という石階段遺構

が発掘され、その一部が復元展示されています。 

２代目松右衛門以降も、地元高砂の港を改修し

新田を開発するなど、初代の意思を継いで事業を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松良和氏の講演概要 

北前船の搬送能力を高めたのが、工楽松右衛

門で、播州の綿を用い通常よりも太い糸で倍の

織幅で非常に頑丈で、雨や強風でも帆を下ろさ

ずに航海できる、いわばエンジンの改革をし

た。これを一般にも開放し、全国の大規模な帆

掛け船は「松右衛門帆」を使うことになった。 

 これにより、画期的に海運業が発展し、幕末

にかけて北前船の隆盛を迎えた。 

 港湾の築造技術にも長け嘉兵衛と並ぶ有力

な兵庫商人であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙田耕作氏の講演概要 

嘉兵衛が箱館の港を作る際、工楽松右衛門

に協力を依頼し築造した。松右衛門はエトロ

フ島のアリモイに港の整備もしている。 

 嘉兵衛は、松右衛門の力に頼ることが多か

ったようで、嘉兵衛の子孫は「松右衛門さん

に足を向けて寝るな」との言伝えが残ってい

る。 

高砂南堀川の港遺構・荷揚場 

松右衛門住宅（奥）と蔵（手前）、荷上場遺構（中央） 

松右衛門考案の石釣舩の図（旧宅内展示図より） 

http://www.kenchikukai.or.jp/infomation/img/kaiho%20400%20Ⅰ.pdf
http://www.kenchikukai.or.jp/infomation/img/kaiho%20400%20Ⅰ.pdf
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◯日本遺産（北前船寄港地・船主集落） 

 高砂町は加古川河口にあり、加古川舟運と瀬戸

内航路を結ぶ拠点港で、物資の集散地として江戸

時代から港町として繁栄しました。 

また、碁盤目状の町割りと、町を取り囲む堀川

が特徴的で、堀川沿いには商家や蔵が軒を連ね、

物資や人の交流が盛んでした。工楽松右衛門はこ

こで誕生し亡くなる２年前にここに居を移し事業

を展開されたことから、高砂市は平成３０年５月

に兵庫津、洲本市等と共に日本遺産「北前船寄港

地・船主集落」に追加認定されました。 

◯松右衛門帆 

旧宅を少し東へ行くと、会報４１２号（令和２

年２月）で紹介しましたが、西脇の播州織の技術

も取り入れて松右衛門帆を再現し、鞄や小物類の

帆布製品を製造販売する店舗があります。記念に

比較的求めやすかった眼鏡ケースを買わせていた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯高砂神社 

 旧宅の直ぐ南にある高砂神社は、神功皇后（169

年～269 年）の外征の帰途、この地に国家鎮護の

ために大己貴命を祀られたのが始まりとされます。 

 あるとき 1 つの根から雌雄 2 本の幹を持つ松が

境内に生え、相生の松と称されました。現在は 5

代目が境内に育てられています。また 3 代目は大

正 13 年に天然記念物に指定され、昭和 12 年に枯

死しましたが、そのまま霊松殿に保存されていま

す。 

 二代松右衛門は、旧宅にある顕彰文には高砂神

社や十輪寺の整備に努めたと記述されています。 

○北堀川界隈（高砂町高瀬町） 

工楽松右衛門旧宅から北へ４００ｍほどが北堀

川界隈で、ここには国登録有形文化財（平成２５

年）の「花井家住宅」があります。 

花井家は江戸時代から肥料問屋を営み、現主屋

は明治後期の建築で、平成２３年に主屋を改修し

「高砂来て民家」の名称で公開され、催しや各種

団体の活動拠点、貸館などが行われています。 

また、道路を隔てた向かいには、やはり国有形

登録文化財の海陸産物を納めた蔵「松宗蔵
まっそうくら

」（1823

年築）があり、舟運で栄えた高砂の面影を残して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○西堀川界隈と梅ケ枝湯 

 北堀川と播磨灘を繋ぐのが西堀川で、いずれも

既に埋められ道路となっていますが、西堀川の西

岸には、西福寺、延命寺、極楽寺、十輪寺、薬仙寺

が建立され寺町を構成し、現在は横町となってい

ます。ひと際立派な山門を構えるのが十輪寺で、

本堂は県指定文化財となっています。空海の開創

と伝えられ 1693 年に再建されました。 

 この寺町の東にあるのが 150 選の「梅ケ枝湯」

の裏壁で、現役の銭湯です。表はモルタル造のレ

トロながら極普通のお風呂屋さんで、アレッと思

いながらぐるーと十輪寺への進入路から裏側に回

るとこの景観が現れてきました。 

 相当に古い木造建築で、煙突と建物の側面は煉

瓦が使われています。そして、未だに薪を使って

湯を沸かしているそうです。 

松右衛門帆店舗 

国有形登録文化財「花井家住宅」 

国有形登録文化財「松宗蔵」 
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今回の見学は施設紹介の順に巡ってきましたが、

途中で高砂にくてんの有名店に寄ったりするため

車での移動でした。 

これまで報告してきた各地のビュー150 選のよ

うに、まちを知るためには、そして施設をじっく

りと見学するには徒歩が望ましいようです。駐車

場確保が難しく駆け足になり、寺町などはもった

いなかったと思います。先ずは徒歩より詣でよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県指定文化財「十輪寺本堂」と同寺前の西堀川跡の道路 

１５０選「梅ケ枝湯」 

左：松右衛門帆 縦横異なる太さの綿糸を２本引き揃

え織り  

右：一般帆布 縦横同じ太さの綿糸を１本ずつ平織り 

五代目「相生の松」 

十輪寺 

↓花井家住宅、松宗蔵 

工楽松右衛門住宅 

高砂神社→ 

梅が枝湯

十輪寺 
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       Ⅴ お 知 ら せ 

◎役員会開催結果 

 ３月１９日（木）に開催された令和元年度第５

回役員会（兼理事会）は、新型コロナウィルスの感

染予防のため、定款第３５条に基づく決議の省略

手続きにより議決を得ました。 

 この結果、令和２年度事業計画、収支予算が成

立しました。その詳細は定時総会において報告し

ます。 

また、令和元年度から減員となっていた幹事に

ついて、３名の就任の承認がありましたので、次

の項のとおり報告します。 

◎役員（幹事）の就任：令和２年４月１日 

（株）オフィスナウ  代表取締役   長坂 浩氏 

（株）森長組関西支店 取締役支店長 杣田健一氏 

  双和化学産業（株） 代表取締役   安田 宏氏 

 

◎特別会員の異動：令和２年４月１日付 

 （３月２６日までの届け出分 順不同、敬称略） 

≪兵庫県県土整備部関係≫ 

県土企画局長 廣田 俊彦 

 → 退職 

 ← 服部 洋平（土木局長より） 

まちづくり局長 佐藤 将年 

 → 住宅建築局長へ 

 ← 西谷 一盛（住宅建築局長より） 

住宅建築局長 西谷 一盛 

 → まちづくり局長へ 

 ← 佐藤 将年（まちづくり局長より） 

 

県土企画局総務課長 釜江 義明 

 → 企業庁参事（㈱夢舞台取締役兼企画室長）へ 

 ← 小泉 和道（病院局企画課長） 

まちづくり局土地対策室長 神足 孝明 

 → 企画県民部県民生活局地域安全課長へ 

← 近藤 貴彦（議会事務局総務課副課長より） 

まちづくり局景観形成室長 田野 万治郎 

→ 出納局工事検査室参事（建築担当）へ 

← 改編 前田 俊文（教育委員会事務局財務課 

副課長より） 

まちづくり局都市計画課長 近都 学 

 → 住宅建築局建築指導課長へ 

 ← 荒谷 一平（土木局道路街路課街路担当参事

より） 

まちづくり局市街地整備課長 福本 慶浩 

 → 県土整備部参事（住宅供給公社常務理事） 

 ← 菅 雄二（企画県民部新庁舎整備室新庁舎 

整備課長より） 

まちづくり局公園緑地課長 黒田 正勝 

 → 土木局道路保全課長へ 

← 改編 県土整備部参事兼公園緑地課長 

     戸田 克稔 （国より） 

 

 

 

 

 

 

 

住宅建築局住宅政策課長 堀崎 真一 

 → 国へ 

← 柴田 和弘（建築指導課長より） 

住宅建築局住宅管理課長 山田 剛之 

→県土整備部住宅参事（住宅供給公社専務理事）へ 

 ←大谷 浩司（県土企画局契約管理課長より） 

住宅建築局建築指導課長 柴田 和弘 

 → 住宅建築局住宅政策課長へ 

 ← 近都 学（まちづくり局都市計画課長より） 

住宅建築局営繕課長 朝倉 一晃 

 → 改編 県土整備部参事（建築調整担当） 

    兼住宅建築局営繕課長・企画県民部参事 

    （建築担当） 

 

阪神北県民局宝塚土木事務所 

まちづくり参事 吉田 良 

→北播磨県民局加東土木事務所まちづくり参事へ 

←横山 一也（阪神南県民センター尼崎港管理 

事務所尼崎２１世紀プロジェクト推進室長より） 

東播磨県民局加古川土木事務所 

 まちづくり参事 高見 忠良 

 → 退職 

 ← 野崎 敏（県土企画局交通政策課副課長より） 

北播磨県民加東土木事務所 

 まちづくり参事 白井 伸幸 

 → 退職 

← 吉田 良（阪神北県民局宝塚土木事務所 

まちづくり参事より）  

丹波県民局丹波土木事務所 

まちづくり参事 木本 和彦 

 → 退職 

 ← 當舎 良章（中播磨県民センター姫路土木事

務所所長補佐より） 

淡路県民局洲本土木事務所 

 まちづくり参事 薬師寺 恒治 

 → 県立淡路景観園芸学校副校長へ 

 ← 宮下 誠（住宅建築局営繕課副課長より） 

 

≪兵庫県企画県民部関係≫ 

企画県民部参事（整備担当）柏樹 容子 

→ 改編 企画県民部建設参事 

同 新庁舎整備室新庁舎整備課長 菅 雄二 

 →まちづくり局市街地整備課長へ 

←久保園 洋一（出納局工事検査室参事（建 

築担当））より 

≪兵庫県関係団体≫ 

兵庫県住宅供給公社専務理事 山下 孝文 

 → 退職 

 ← 山田 剛之（住宅建築局住宅管理課長より） 

兵庫県住宅供給公社常務理事 薮本 和法 

 → 退職 

 ← 福本 慶浩（まちづくり局市街地整備課長より） 
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（公財）兵庫県住宅建築総合センター 

  業務執行理事 山口 一郎 

 → 同技術参事兼構造計算適合性判定センター長へ 

 ← 薮本 和法（兵庫県住宅供給公社常務理事より） 

（公財）兵庫県まちづくり技術センター  

理事長 糟谷 昌俊 → 退任 

 ← 古川 直行（但馬県民局長より） 

  常務理事 安川 徳 → 退職 

  ← 松田 智（中播磨県民センター姫路土木 

         事務所長より） 

（公財）兵庫県園芸・公園協会 

花と緑のまちづくりセンター 技術顧問 石原 憲一郎

→（公財）兵庫県園芸・公園協会 顧問へ 

 

≪神戸市異動関係≫ 

建築住宅局 局長 三木 太志 → 退職 

 ← 根岸 芳之（建築住宅局副局長より） 

 

建築住宅局 副局長 根岸 芳之  

→ 建築住宅局長へ 

← 金本 忠義（建築指導部部長より） 

同局 建築指導部 部長 金本 忠義 

→ 同局 副局長へ 

← 山田 章子（建築指導部 建築安全担当 

部長より） 

同局建築指導担当部 空家空地指導担当部長 

松本 悟司 → 退職 

← 小川 直樹（建築指導部安全対策課 

        課長より） 

同局建築指導部建築安全担当部長 山田 章子 

→ 建築指導部 部長へ 

改編 同局建築指導部建築安全課 課長 

← 田中 幸夫（長田区総務部まちづくり課 

課長より） 

同局 建築指導部安全対策課 課長 小川 直樹 

→ 空家空地指導担当部長へ 

← 黒川 正樹（株式会社ＯＭこうべより） 

同局 設備担当部長 高木 泰幸 

→ 改編 設備担当局長へ 

同局 建築担当部長 奥村 由和 

→ 退職 

← 小林 賢一（神戸すまいまちづくり公社より） 

 

≪西宮市異動関係≫ 

都市局建築指導課 課長 佐藤 亘一郎 

 → 政策局都市計画部都市デザイン課 課長へ 

 ← 山岡 道則（都市局建築指導課 係長より） 

                       

○本年度も多くの会員が新たな門出となりまし

た。在任中は建築会事業にご理解を賜り、ご支援

ご協力ありがとうございました。ご退職の方には

新天地でのご活躍を、また新会員となられる方に

は前任者同様によろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ お 知 ら せ 

◎行事予定 

１ 令和２年度第１回役員会（兼理事会） 

開催日時 令和２年４月２３日（木）１２時～ 

会  場 神戸三宮東急ＲＥＩホテル 

議  題 令和元年度決算（案）外 

２ 令和２年度定時総会 

日 程 令和２年５月１９日（火） 

  会 場 神戸三宮東急ＲＥＩホテル 

   詳細はおってお知らせします。 

３ 第４８３回月例会 

日 程 令和２年６月１１日（木） 

  会 場 西村屋和味旬彩 

  テーマ  

  講 師 奥田 和子氏 佛教大学名誉教授 

 

◎事務局だより 

◯事務局長の異動（令和２年４月１日付） 

  谷 純夫 → 退任 

← 吉本義幸 (兵庫県土地開発公社常任監事より) 

  ６年間にわたって事務局長を勤めてまいりま

した。早々に財務体質の改善を目指し、兎にも角

にも走りながら始めたこの会報でしたが、定期発

行に加え特集号や別冊編など振り返れば自身が

驚くほどの発行を重ねてきました。会報等の発行

経験もなければ文才など全くない中、ここまでや

ってこられたのは、折々に会員、役員、関係者の

皆様からご寄稿などのご支援があってのなせる

業で、心より感謝をしています。 

 今後も会員間の情報の共有、交換の場として、

そしてコミュニケーションを紡ぐ場として活用

いただければと思います。 

◯マスク対策 

COVID-19 感染の勢いが止まりません。深刻なの

は検査薬もさることながら、予防の第１歩というべ

きマスクが店頭から消えてしまったことです。早朝

からマスクを求めてあてにならない行列を作る景

色に無策さへの憤りを感じます。 

そこで手作りマスクを事務局の職員が作りまし

たが、素晴らしい出来栄えです。我が家でもダブル

ガーゼを入手し、いざ縫製に入ろうとしたら、マス

クに埋め込む形状記憶ワイヤーが品不足となって

いました。暫し、現在保有のマスクを洗いながら再

利用し、不織布を内側に入れ、口あてにしています。 

それぞれが工夫すればマスク需要も減り、潤沢に

回るようになるのでは。不必要な買いだめ防止、そ

して代替品で十分の意識で皆が取り組めば如何。 

 
 

 

 
事務局  ： 谷 純夫、石井滝実子 

電 話  ： 078－996－2851 

FAX  ： 078－996－2852     

Email   ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 
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広報コーナー：総合資格学院 

この詳細は次のホームページをご覧ください。 

https://www.shikaku.co.jp/ 

https://www.shikaku.co.jp/
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広報コーナー：住宅再建共済制度 

『兵庫県住宅再建共済制度』の詳細は次からご覧いただけます。 

兵庫県住宅再建共済基金ＨＰ → http://phoenix.jutakusaiken.jp/ 

 

http://phoenix.jutakusaiken.jp/

